
見える！ 動く！ 創り出す！

本会議等は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程など変更
になる場合がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。
変更になった場合は、国立市議会ホームページでお知らせしますのでご確認ください。!
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議会運営
委員会

本会議
初　日

本会議
代表質問

本会議
最終日

本会議　 一般質問

常任委員会

予算特別委員会

天皇誕生日

春分の日

27

第48号議案 ▶▶▶ ２面に詳細
国立市個人情報の保護に関する法律施行条例案が賛成多数で可決されました。

今 の ト ッピ ク ス号

初日:2月14日㈫　　最終日:3月15日㈬手話通訳の
申込締切 ※�本会議の初日と最終日に、手話通訳者を配置して

います。手話通訳を希望される方は、右の二次元
コードより、国立市議会ホームページ「令和5年
第1回定例会の手話通訳の申し込みについて」を
ご覧ください。

請願・陳情
の提出締切 2月14日㈫正午までに議会事務局へご持参ください。

クニタチッタ

第47号議案 ▶▶▶ ３面に結果
くにたち未来共創拠点矢川プラス備品の買入契約の締結について、全会一致で
可決されました。

本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞ、ご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

第1回定例会の日程（予定）

令和3年度（2021年度）一般会計決算が不認定となりました。（4・5面に詳細）

陳情第27号 ▶▶▶ ３面に結果
議会ホームページの会議録検索に委員会を加えることを求める陳情が全会一致
で採択されました。

陳情第29号 ▶▶▶ ２面に詳細
自衛隊オスプレイの立川基地への飛来と訓練に関して、十分な説明を求める陳
情が賛成多数で採択されました。

第61号議案 ▶▶▶ ８面に詳細
令和４年度国立市一般会計補正予算（第11号）案が全会一致で可決されました。
（重度しょうがいしゃ新型コロナウイルス感染症在宅療養緊急支援事業費、出
産・子育て応援給付金）

第54号議案 ▶▶▶ ２面に詳細
国立市立学校給食センター設置条例の一部を改正する条例案が賛成多数で可決
されました。
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（2023年）2月５日  №264
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2令和5（2023）年2月5日発行 No.264

　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。 国立市議会 検索

国立市個人情報の保護に関する法律施行条例案が賛成多数で
可決されました

第48号
議案

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
条
例
案
の
内
容
は
。

Ａ
令
和
５
年
４
月
か
ら
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
が
地
方
自
治
体
に
直

接
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
法
律
を
施
行
す

る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。

条
例
で
は
、
法
と
重
複
し

て
の
規
定
及
び
法
を
超
え

て
の
規
定
は
許
容
さ
れ
な

い
。
現
行
条
例
か
ら
極
力

引
き
継
げ
る
部
分
を
生
か

す
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
、

条
例
案
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

Ｑ
国
立
市
は
国
に
先
ん
じ

て
個
人
情
報
の
保
護
に
努

め
て
き
た
。
そ
の
経
緯
は
。

Ａ
昭
和
50
年
、
全
国
に
先

駆
け
、
電
算
処
理
に
よ
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
を
制
定
。
情
報
保

護
に
努
め
、
開
示
、
訂
正

請
求
権
な
ど
自
己
情
報
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
認
め
、

ま
た
、
行
政
情
報
の
公
開

を
目
的
と
し
た
制
度
を
確

立
す
る
た
め
、
昭
和
61
年
、

国
立
市
情
報
公
開
及
び
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
た
。

Ｑ
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報

を
守
っ
て
い
く
決
意
が
あ

る
の
か
。

Ａ
【
市
長
】
条
例
案
作
成

に
当
た
っ
て
は
、
今
ま
で

の
精
神
、個
人
情
報
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、

可
能
な
限
り
引
き
継
ぐ
よ

う
職
員
に
指
示
し
て
き
た
。

今
後
の
個
人
情
報
保
護
も

今
ま
で
以
上
に
、
職
員
の

人
為
的
な
と
こ
ろ
か
ら
個

人
情
報
が
漏
れ
る
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配

慮
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
、

安
心
安
全
カ
メ
ラ
条
例
、

２
つ
の
条
例
は
新
法
の
下

で
残
る
の
か
。

Ａ
個
人
情
報
保
護
を
目
的

と
す
る
内
容
の
条
例
は
許

容
さ
れ
な
い
。
廃
止
し
て

規
則
等
で
規
定
す
る
の
か

等
、
検
討
し
て
い
く
。

※�

質
疑
の
途
中
で
、
１
名

の
委
員
よ
り
、
原
案
に

対
す
る
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
修
正
案
は
名
称
を
施
行

規
則
条
例
で
な
く
、
個
人

情
報
保
護
条
例
と
な
っ
て

い
る
。
法
律
の
施
行
条
例

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

縛
り
が
あ
る
の
か
。

Ａ
改
正
後
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
形
に
な
る
。
条
例
で
法

を
超
え
て
規
定
を
設
け
る

こ
と
は
許
容
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
条
例
の
性
質
を

表
す
題
名
と
し
て
、
法
施

行
条
例
が
適
切
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

・
名
称
の
部
分
で
目
的
か

趣
旨
か
の
違
い
で
、
名
前

は
個
人
情
報
保
護
条
例
と

し
て
趣
旨
で
は
な
く
目
的

と
し
残
し
て
い
く
修
正
案

に
賛
成
、
原
案
に
反
対
。

・
修
正
案
に
反
対
、
原
案

に
賛
成
。
国
立
ら
し
さ
を

残
し
て
い
く
た
め
に
、
丁

寧
に
議
論
さ
れ
た
。

・
修
正
案
に
反
対
、
原
案

に
賛
成
。
市
独
自
規
定
が

法
の
目
的
、
趣
旨
を
阻
害

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

国立市立学校給食センター設置条例の一部を改正する条例案が
賛成多数で可決されました

第54号
議案

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
が
学
校

給
食
運
営
審
議
会
と
な
る

が
、
市
民
の
参
加
は
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
事
業

者
が
市
民
の
声
を
直
接
聞

く
た
め
に
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
参

加
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

Ａ
今
後
も
メ
ン
バ
ー
構
成

は
変
わ
ら
な
い
。
す
で
に

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
も
参
加
を
前
向

き
に
協
議
し
て
い
る
。

Ｑ
食
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

の
中
で
「
多
く
の
献
立
で

家
庭
的
な
給
食
を
目
指
し

ま
す
」
と
あ
る
が
、
家
庭

的
と
は
何
か
。
手
作
り
料

理
を
指
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
家
庭
的
と
は
一
般
的
な

話
で
あ
る
。
１
日
３
食
の

中
の
１
食
で
あ
る
給
食
は

手
作
り
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
黙
食
指
導

を
緩
め
る
通
知
が
あ
っ
た

が
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

Ａ
具
体
的
に
ど
ん
な
工
夫

が
で
き
る
か
、
ま
だ
内
部

で
協
議
中
で
あ
る
。

Ｑ
給
食
セ
ン
タ
ー
が
給
食

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

給
食
事
業
以
外
に
食
育
推

進
を
行
う
と
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

Ａ
こ
れ
か
ら
連
携
し
て
議

論
し
て
い
く
が
、
１
つ
の

例
と
し
て
は
、
学
童
保
育

へ
の
配
食
の
体
制
が
で
き

る
か
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
話
し
て
い

る
。

Ｑ
本
条
例
改
正
に
は
学
校

給
食
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
委
託
の
件

は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
給
食
の
運
営
方
法
に
は

触
れ
て
い
な
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
食
の
あ
り
が
た
さ
、

自
然
へ
の
感
謝
と
い
っ
た

道
徳
的
な
表
現
は
再
検
討

し
て
ほ
し
い
。
地
場
野
菜

の
導
入
を
推
進
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
視
点
で
貧
困
を
な

く
し
て
い
く
こ
と
、
全
て

の
人
が
食
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
計
画
を
望
む
。

賛
成　
事
前
に
栄
養
士
と

市
内
業
者
の
努
力
を
聞
い

た
。
引
き
続
き
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。ど
の
家
庭
で
も
食

事
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
る
。
「
家
庭
も
頑
張

れ
」
で
は
な
く
、
情
報
発

信
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
栄
養
士
・

調
理
員
が
子
ど
も
と
直
接

や
り
取
り
す
る
こ
と
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て

も
、
各
校
１
人
、
栄
養
士

の
配
置
を
し
て
ほ
し
い
。

反
対　
給
食
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
浸
水
被
害
想
定
地
域

に
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成　
本
条
例
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

委
託
が
前
提
で
は
な
い
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
15
年

後
の
契
約
期
間
終
了
後
に

は
市
の
直
営
に
戻
し
た
り
、

財
団
運
営
に
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
今
後
、
学
校
改

築
が
進
む
中
で
順
次
自
校

方
式
や
親
子
方
式
に
切
り

替
え
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
は
市
内
私
立
小
中
学
校

や
都
立
高
校
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
へ
の
配
食
を
検

討
し
て
も
良
い
と
思
う
。

賛
成　
コ
ロ
ナ
禍
で
黙
食

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
、
ど
う
給
食
を

楽
し
ん
で
い
け
る
の
か
食

育
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
中

で
考
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

自衛隊オスプレイの立川基地への飛来と訓練に関して、十分な説明を
求める陳情が賛成多数で採択されました

陳情
第29号

建
設
環
境
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
立
川
飛
行
場
に
オ
ス
プ

レ
イ
が
飛
来
す
る
理
由
は
。

Ａ
自
衛
隊
各
基
地
で
の
離

着
陸
の
習
熟
訓
練
の
一
環
。

特
に
首
都
圏
の
防
災
拠
点

で
あ
る
こ
と
で
立
川
飛
行

場
に
飛
来
と
認
識
。

Ｑ
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
の
安

全
性
に
関
し
て
の
市
の
認

識
は
ど
う
か
。

Ａ
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
が
突

出
し
て
事
故
率
が
高
い
訳

で
は
な
く
、
現
状
の
運
用

で
安
全
性
は
担
保
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
飛
来
後
、
陸
自
オ
ス
プ

レ
イ
は
国
立
市
の
ど
こ
を

飛
ぶ
こ
と
に
な
る
の
か
。

Ａ
従
来
の
立
川
飛
行
場
の

運
用
協
議
で
決
ま
っ
て
い

る
場
周
経
路
、
つ
ま
り
、

市
の
真
ん
中
よ
り
西
側
を

通
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
滑
走
路
の
長
さ
が
900
ｍ

の
立
川
飛
行
場
で
安
全
に

訓
練
が
行
え
る
の
か
心
配

だ
が
、
ど
う
か
。

Ａ
こ
の
滑
走
路
の
長
さ
で

実
施
運
用
可
能
な
訓
練
を

行
う
と
聞
い
て
い
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

採
択　
市
民
の
皆
さ
ん
が

色
々
と
不
安
に
思
う
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
実
施

さ
れ
る
こ
と
、
同
時
に
市

の
姿
勢
を
き
ち
っ
と
国
の

方
へ
示
し
て
ほ
し
い
と
の

思
い
を
汲
み
取
っ
て
採
択
。

採
択　
オ
ス
プ
レ
イ
は
欠

陥
機
で
、
使
い
物
に
な
ら

な
い
し
違
約
金
を
払
っ
て

で
も
購
入
を
や
め
る
べ
き

と
考
え
る
。
陳
情
趣
旨
お

よ
び
項
目
す
べ
て
言
っ
て

い
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

採
択　
大
規
模
災
害
時
の

人
員
と
物
資
の
輸
送
を
建

前
に
中
国
を
敵
国
と
想
定

し
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
部
隊

を
配
備
強
化
し
て
い
く
流

れ
を
国
立
市
が
容
認
し
加

担
し
て
い
く
の
は
認
め
ら

れ
な
い
。

採
択　
安
全
性
に
つ
き
、

一
部
原
因
が
解
明
で
き
て

な
い
事
象
が
あ
る
以
上
、

市
当
局
の
受
け
た
防
衛
省

の
安
全
性
の
説
明
は
推
測

で
し
か
な
く
、
そ
も
そ
も

安
全
性
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
航
空
機
は
飛
行
す
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

採
択　
他
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率

は
変
わ
ら
な
い
と
の
報
道

も
あ
る
。
時
代
の
要
請
か

ら
必
要
性
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
あ
る
。
た

だ
し
、
陳
情
趣
旨
の
要
請

に
沿
っ
た
丁
寧
な
説
明
も

必
要
と
の
思
い
か
ら
苦
渋

の
選
択
で
あ
る
が
採
択
。

不
採
択　
陸
自
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
性
で
は
、
飛
行

を
一
律
に
見
合
わ
せ
る
べ

き
技
術
上
の
問
題
は
存
在

し
な
い
。
指
摘
の
ク
ラ
ッ

チ
に
関
す
る
特
有
の
現
象

は
陸
自
で
は
起
き
た
こ
と

は
な
く
、
万
全
を
期
し
て

飛
行
訓
練
を
実
施
し
て
き

た
。
首
都
圏
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
に
陸
自

が
オ
ス
プ
レ
イ
で
の
人
員

物
資
の
緊
急
輸
送
等
の
任

務
を
担
う
こ
と
か
ら
、
立

川
飛
行
場
で
の
飛
行
訓
練

等
の
実
施
に
大
い
に
期
待

す
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。
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会派略称
自＝自由民主党（遠藤直弘・青木健（議長）・石井伸之・髙柳貴美代） 風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博） 
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志） 公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ） 
立＝立憲民主党（稗田美菜子）  こ＝こぶしの木（上村和子）  み＝みらいのくにたち（望月健一）  樹＝樹木の会（石塚陽一）  耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和4年第4回定例会　令和4（2022）年12月1日～12月21日　各会派の議案等への賛否　〇：賛成　×：反対　欠：欠席 
議案 
番号 件    名 概  　要

会派名（人数は議長を除く数） 議決 
結果自 

3
風 
4

共 
3

公 
3

新 
2

立 
1

こ 
1

み 
1

樹 
1

耕 
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予　
　
算

第55号 令和４年度国立市一般会計補
正予算(第９号)案

【補正額:＋1億1,886万8,000円】【補正後総額:355億7,229万4,000円】
【主な内容】中小企業等光熱費高騰対策事業費、感染症対策事業費等による増額 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第56号 令和４年度国立市一般会計補
正予算(第10号)案

【補正額:＋10億6,817万4,000円】【補正後総額:366億4,046万8,000円】
【主な内容】第二小学校改築工事（建築工事）等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第61号 令和４年度国立市一般会計補
正予算(第11号)案

【補正額:＋7,365万4,000円】【補正後総額:367億1,412万2,000円】
【主な内容】重度しょうがいしゃ新型コロナウイルス感染症在宅療養緊急支援事業費、出産・子育て応援給付金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第57号 令和４年度国立市国民健康保
険特別会計補正予算(第1号)案

【補正額:＋770万5,000円】【補正後総額:70億9,834万8,000円】
【主な内容】傷病手当金の申請件数増に伴う保険給付費、東京都への返還金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第58号 令和４年度国立市介護保険特
別会計補正予算(第２号)案

【補正額:＋658万1,000円】【補正後総額:64億8,909万2,000円】
【主な内容】包括的支援事業、一般介護予防事業等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第59号 令和４年度国立市後期高齢者医
療特別会計補正予算(第１号)案

【補正額:＋166万8,000円】【補正後総額:19億5,885万1,000円】
【主な内容】決算見込みによる増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第60号 令和４年度国立市下水道事業
会計補正予算(第１号)案

補正額　【収益的収入:△911万1,000円　　　補正後総額:20億541万4,000円】
　　　　【収益的支出:△4,171万4,000円　   補正後総額:18億3,790万9,000円】
　　　　【資本的収入:△120万9,000円　　　補正後総額:14億6,107万5,000円】
　　　　【資本的支出:△208万3,000円　　　補正後総額:18億9,002万円】

【主な内容】下水道債の償還額の確定、執行見込み等による減額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

条　
　
例

第48号

国立市個人情報の保護に関す
る法律施行条例案

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、同法の施行に必要な事項を定めるとともに、個人情報の適
切な取扱いを確保し、行政のデジタル化が進展する中において個人情報の保護を図るため、条例を制定する。 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決

国立市個人情報の保護に関す
る法律施行条例案（修正案）

【提出者：関口博議員】（賛成者1名）
国の法律の施行条例ではなく国立市の個人情報保護に関する条例と位置付けるために条例名を改め
るとともに、趣旨規定を目的規定に改め、現行の個人情報保護条例の目的規定の条文を盛り込む。

× 〇 × × × × 〇 × × 〇 否　決

第49号
国立市議会議員及び国立市長の選
挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例案

国立市議会議員及び国立市長の選挙における自動車の借上げ料及び燃料等に係る公費負担の
上限額を改定するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第50号 国立市職員の定年等に関する
条例の一部を改正する条例案

地方公務員法の一部改正等に伴い、職員の定年年齢を引き上げるとともに、管理監督職勤務
上限年齢制等、規定の整備を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

第51号 職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例案

地方公務員法の一部改正等に伴い、60歳を超える職員の給与の取扱いに関する特例を設ける
ほか、規定の整備を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可　決

第52号 国立市職員退職手当支給条
例の一部を改正する条例案

地方公務員法の一部改正等に伴い、退職手当の基本額等に係る特例を設けるほか、規定の整
備を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第53号 地方公務員法の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例案 地方公務員法の一部改正に伴い、規定の整備を行うため、関係条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第54号 国立市立学校給食センター設置
条例の一部を改正する条例案

新しい学校給食センターの開設に伴い、位置、名称、設置目的等を変更するため、条例の一
部を改正する。 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決

そ 

の 

他

第47号 くにたち未来共創拠点矢川プラス
備品の買入契約の締結について

【契約金額】　4,849万9,999円　【事業者】株式会社　良品計画　【契約の方法】随意契約
【内容】くにたち未来共創拠点矢川プラスにおいて使用する利用者用のテーブル、イス等の備品580点の買入を行う。 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第62号 国立市固定資産評価審査委
員会委員選任の同意について 大西啓介氏【任期　令和4年12月26日～令和7年12月25日】 無記名投票（投票総数：20票）

同意：20票　不同意：０票 同　意

認定第1号 令和３年度国立市一般会計歳
入歳出決算（継続審査分）

９月議会（第３回定例会）において、決算特別委員会に付託し、閉会中の継続審査としたもの。
〔4・5面に詳細を掲載〕

〇 × × 〇
欠１ 〇 〇 × × 〇 × 不認定

認定第2号 令和３年度国立市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定第3号 令和３年度国立市介護保険特別
会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 × 〇

欠１ 〇 〇 × 〇 〇 〇 認　定

認定第4号 令和３年度国立市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 × 〇 〇 〇 認　定

認定第5号 令和３年度国立市下水道事業
会計決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 × 〇 〇 〇 認　定

第45号 令和３年度国立市下水道事業利益剰
余金の処分について（継続審査分） 〇 〇 〇 〇

欠１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定
議
員
提
出
議
案

意
見
書

第13号

自衛隊オスプレイの立川基地への飛
来と訓練に関して、市民の懸念が払
拭されることのないまま行わないよ
う十分な説明を求める意見書案

【提出者：小川宏美議員ほか４名】
平和で安全な市民生活を守るために、防衛省が十分な説明責任を果たして、市民の懸念が払
拭されることのないまま飛来、訓練することがないよう、強く要求する。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

陳　
　
情

第26号

新給食センター内における防災備蓄倉庫の設置
場所に関しては、市教委と防災安全課がよく話
し合った上で決定したと認識しているが、そう
であるならば、どのような議論が行われて防災
備蓄倉庫の設置場所を１階に決定したのか、行
政学的アプローチに基づく政策決定・意思決定
プロセスの検証を行いたいため、会議録・会議
メモ等のエビデンスがそもそも論として国立市
に存在するのか確認を求めるとともに、新給食
センター浸水発生予見時における防災備蓄倉
庫内の備蓄品の移動にかかる現行運用オペレー
ションは危機管理学的観点から危険要素が多
く、安全性が担保できていないため、オペレー
ションの改善・再構築を求めるとともに、防災
備蓄倉庫に備蓄される備蓄品の内訳の公開を
求めることに関する陳情

【陳情者：国立市民】
陳情事項
１．�新給食センター内における防災備蓄倉庫の設置場所に関しては、市教委と防災安全課が

よく話し合った上で決定したと認識しているが、そうであるならば、どのような議論が
行われて防災備蓄倉庫の設置場所を１階に決定したのか、行政学的アプローチに基づく
政策決定・意思決定プロセスの検証を行いたいため、会議録・会議メモ等のエビデンス
がそもそも論として国立市に存在するのか確認を求める。

２．�上記会議録等の存在が明らかになった際、該当議事録の情報公開請求は可能なのか確認を求め
る。

３．�新給食センター浸水発生予見時における防災備蓄倉庫内の備蓄品の移動にかかる現行運
用オペレーションは危機管理学的観点から危険要素が多く、安全性が担保できていない
ため、オペレーションの改善・再構築を求める。その際、市教委だけに任せるのではな
く、全庁挙げて知恵を出し合うとともに、防災の専門家の意見も頂戴しながら考案し、
市民にその内容を公表すること。

４．�新給食センター内における防災備蓄倉庫に備蓄される備蓄品の内訳が固まり次第、市民
に公表すること。

× 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 不採択

第27号 議会ホームページの会議録検索に
委員会を加えることを求める陳情

【陳情者：国立市民】
陳情事項　一刻も早く、国立市議会のホームページ上の会議録検索に委員会記録を加えてください。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採　択

第28号
国立市選挙管理委員会の不適
切な開票事務の徹底解明・再
発防止を求める陳情

【陳情者：国立市民】
陳情事項
１．�国立市長に対し、国立市選挙管理委員会の不適切な開票事務の実態を調査・検証し、再

発防止策を策定するよう、要請してください。
２．国立市議会として、不適切な開票事務の実態を調査・検証してください。
３．�調査・検証の結果、選挙管理委員としてふさわしくない者は市議会において罷免してください。
４．�国立市選挙管理委員会に対し、責任の所在を明らかにし、適切な措置を講ずるよう、要請してください。

閉会中の継続審査となりました。

第29号
自衛隊オスプレイの立川基地
への飛来と訓練に関して、十
分な説明を求める陳情

【陳情者：国立市民ほか12名】（賛成署名　931名）
陳情事項
１．�オスプレイ訓練に関する防衛省からの通告、これに対する８市連絡会の要請、国立市に

おける検討について、経過と内容を明らかにしてください。
２．欠陥の多いオスプレイの飛来と、問題の大きい立川での訓練について、国立市の考えを明らかにしてください。
３．市民に対して事実経過とともにオスプレイの危険性について十分に知らせ、広く意見を求めてください。
４．�上記３点が行われ、かつ防衛省が十分な説明責任を果たして、市民の懸念が払拭される

ことのないまま飛来、訓練することがないよう、国に求める意見書を提出してください。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 採　択

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス
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令和3年度　
定認定認不一般会計決算を　　 　　　、各特別会計・公営企業会計決算を　　　　  

教育や環境政策に力を入れるべき。パート公務員の時給を上げよ
社民・ネット・緑と風　4名　不 認 定

　どの子も学校に居やすい環境づ
くりをすべきだ。使わなくなった
コンピュータルームを改善し、教
室に入りづらい子どものために別
室登校できるようにすべきだ。国
立二中の特別支援学級が入るプレ
ハブ棟にトイレがない。生徒は屋
外トイレを使うか、本校舎まで行
かねばならず不便だ。
　国はマイナンバーカードの普及
を自治体に押し付けているが、か
えって国立市の業務量や人件費が
増えている。
　民間パートより、市で働くパー

ト公務員のほうが時給が安く、最
低賃金に近い水準である。国は補
正予算で保育士などの処遇改善の
予算を作ったが、市はパート公務
員の処遇改善に取り組まなかった。
　国立二小の建て替えでは屋上に
２５kwの太陽光発電機をのせられ
るのに、５kwのパネルしかのせ
ない。環境政策に後ろ向きだ。
　新給食センターは、ＰＦＩあり
きで契約を進めたが、運営は直営
の方が約３億円安い。しかも、予
算の裏付けを欠いた事務を行った
ので決算は認められない。

令和3年度決算に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／認定・不認定は一般会計について】

※�会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。

コロナ禍での市職員の頑張りを大いに評価します
自由民主党　3名　認  定

　令和３年度は新型コロナウイル
ス感染症の対応に追われた１年間
でした。接種は延べ約１６万回と順
調に進み、感染拡大と症状の重症
化にブレーキをかけたと思います。
健康危機管理対策本部会議を開く
ことで、コロナ対策の舵取りを
しっかりと行い、多くのコロナウ
イルス関連事業を行いました。パ
ルスオキシメーターの貸与と生活
支援物資の支給が自宅療養支援室
の設置とともに迅速に行われ、市
民の大きな安心につながったこと
を高く評価します。この感染症が

２類から５類に変わった場合、市
の財政負担増が予想されるので、
都や国からの補助を求めます。職
員の働き方などに対し３点指摘し
ます。①時間外勤務をワークライ
フバランスの観点からも職員応援
制度の活用や業務の平準化、事務
の効率化を行うことで縮小させる。
②職員の国立市内在住率が２割と
低いので、市内居住促進事業など
を活用して市内在住の職員増へ取
り組みをする。③庁舎が手狭な中
で、その対策としても、テレワー
クの推進をしてほしい。

不適切な事務執行を行う市政でなく、安心して暮らせる市政を
日本共産党　３名　不 認 定

●新学校給食センター事業につい
て、予算措置を伴わない支出負担
行為を行い、瑕疵のある事務執行
を行いました。結果として瑕疵の
治癒がされたが、全く監査委員に
伝わっていなかったし、伝えよう
ともしていなかった。事務報告書
や資料に関しても、全くもって記
載されていないことは監査や決算
審査を軽視していると言わざるを
えない。市は重大な問題であると
認識すべき。●市のマンパワーが
不足していることは残業が相当時
間行われていることでも明らかで、

職員の増員が必要である。●介護
について、施設待機者がいる。市
は在宅介護を推進しているが、重
要なことは選べる介護を実現する
こと。在宅も施設も選べる選択肢
を充実させる必要がある。●都市
計画道路３・３・１５号線を進めて
いるが、地元自治会や住民が反対
をしており、進めるべきではない。
まして、新型コロナウイルスの拡
大や物価高騰で行うべきは、都市
計画道路の推進ではなく、住民や
事業者への支援をさらに行うこと
である。

開催日：令和4年10月3日・4日・6日・7日　　委員長：石井 めぐみ　副委員長：関口 博決算特別委員会
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  主 な 質 疑 項 目　　　

実質収支のプラスを次年度への備えと考え積極活用に期待
公明党　３名（1名欠席）　認  定

　令和３年度の一般会計決算額が
過去２番目の決算規模となった要
因を歳出から見ると、新型コロナ
対策経費という特殊要因とともに、
少子高齢社会での必要な諸経費や
職員人件費の増、更には市債の元
利償還額の増等が挙げられる。次
に、これを支える歳入では、市税
が前年の景気減速の影響で減収と
なった点や３年ぶりに普通交付税
が交付されたこと、地方消費税交
付金の大幅な増、国及び都の新型
コロナ対策に関連した交付金の増
等があった。こうした収支は、当

初計画された臨時財政対策債の発
行を回避し、かつ各種必要な基金
への積み上げを行い、さらには約
１０億円というプラスの実質収支額
となった。これには、市税の高い
収納率での推移やコロナ禍でのイ
ベント等の中止による、予算未消
化等の点も指摘されよう。
　こうした結果は、令和４年度以
降の種々の課題（コロナ禍や光熱
費の市負担増等）への対応に関す
る財政的な備えとなり、かつ必要
に応じて積極的に活用されていく
ものと理解した上で、認定とする。

コロナの収束や物価高を見越した財政運営を
新しい議会　2名　認  定

　令和３年度は物価高の影響はま
だ少なかったが、世界の経済状況
が大きく変化した。その対応が求
められる。
　国立市の一般会計は歳入歳出い
ずれも高い水準となった。今回の
決算の特徴として、３年ぶりに普
通交付税の交付団体となったこと
である。
　市税の収納率が毎年のように全
国トップクラスの水準の収納率と
なっているのは、市民の協力もさ

ることながら、職員の不断の努力
の結果で高く評価できる。
　財政調整基金を取り崩さず、臨
時財政対策債も発行しなかったの
は堅実な財政運営だったといえる。
　国立市立学校給食センター整備
運営事業では、ミスはあったが、
その後適切な処理をし、丁寧に進
めたことを評価したい。
　コロナ禍で職員体制が大きく乱
れることもある中で仕事を進めて
いるのが感じられる決算であった。

コロナ禍だからこそ命と生活を守る自宅療養支援室の開設を評価
立憲民主党　1名　認  定

　過年度支出と過年度収入、契約
事務の個別特例における規則の不
適用など、事務執行の単純なミス
と言い難い事例はあるが、オミク
ロン株に起因する医療ひっ迫や救
急搬送の困難事例等が起きていた

時期に市の医師会や訪問介護ステー
ションなどと連携し、パルスオキ
シメーターの貸し出しや保健師に
よる健康状態の確認、生活支援物
資の配達など、全庁挙げて自宅療
養支援室の開設と運営は高く評価。

「共に生きる」ソーシャルインクルージョンを教育で実践せよ！
こぶしの木　1名　不 認 定

　コロナ禍２年目の感染者激増や
生活状況の激変による複合かつ深
刻化した問題への個別包括支援は
評価。不認定の理由は、教育大綱
で掲げたフルインクルーシブ教育
の理念が教育現場で実践されてい

ないこと。特別支援学級増設から
共に育つインクルーシブな通常学
級づくりへ転換せよ。長引く社会
不安は社会的弱者への不寛容な空
気を生む。人権教育と人権行政の
確立に向けた本気の取り組みを！

コロナ禍、保健衛生部門の業務拡大は避けられない。対策を！
みらいのくにたち　1名　不 認 定

　一般会計決算は不認定。一般会
計決算不認定の理由は、教育人材
の増員、子ども基本条例の制定時
期において、議会答弁と実際の運
用が異なっていたことである。コ
ロナ禍、職員の負担が重くなり本

来の業務に支障が出ていないか。
特に保健衛生部門、委託できると
ころは委託すべきである。次年度
予算について、教育費の増額、健
康医療福祉のまちづくり、具体的
な行財政改革の３点を要望する。

コロナ禍で疲弊する経済状況下で市民生活を守る有効な施策を実現
樹木の会　1名　認  定

　令和３年度はコロナウイルスが
まん延する中で厳しい財政状況
だったが、市民生活に与える影響
を最小限に抑えて市民サービスを
実践した。生活困窮者への手厚い
支援や自宅療養者への食料支援、

休日の職員の対応体制を整え、事
業の優先度を見極めた施策を遂行
した。職員の残業時間については、
業務の平準化に努め、健康面の観
点からもバランスの取れた体制に
なるよう配慮すべきと考える。

法令順守・公正な情報公開・いのちをつなぐ市政の回復を！
耕す未来＠くにたち　1名　不 認 定

　いのちを守る政策の停滞は許さ
れない。①くにたちの水を高濃度
汚染させたＰＦＯＳ群の調査と血
液調査を含めた早期対策を！②女
性の自殺者が多い。自殺に追い込
まれることのない手厚い支援を。

　決算不認定は行政に対する信頼
失墜の証だ。学校給食のＰＦＩ化
にみられた不適切な事務執行はそ
の最たる瑕疵。加えて、決算審査
で行政も監査も本件を隠したこと
は、市民を二度だましたに等しい。

市税
42.61%

国庫支出金
23.97%

都支出金
14.99%

地方消費税
交付金4.90%

市債2.16%
繰越金1.94%

使用料及び手数料
1.91%

地方交付税1.46%繰入金1.73%
諸収入1.08%

その他3.25%

歳　入
352億7,981万
3,201円

歳　出
342億879万
7,802円

消防費3.31%

民生費
52.29%

総務費
8.36%

衛生費
7.80%

土木費
8.94%

教育費
8.78%

議会費0.86%
その他1.00%諸支出金3.68%

公債費4.98%

市税
42.61%

国庫支出金
23.97%

都支出金
14.99%

地方消費税
交付金4.90%

市債2.16%
繰越金1.94%

使用料及び手数料
1.91%

地方交付税1.46%繰入金1.73%
諸収入1.08%

その他3.25%

歳　入
352億7,981万
3,201円

歳　出
342億879万
7,802円

消防費3.31%

民生費
52.29%

総務費
8.36%

衛生費
7.80%

土木費
8.94%

教育費
8.78%

議会費0.86%
その他1.00%諸支出金3.68%

公債費4.98%

※�端数処理の関係上、
構成比合計が100％
にならない場合があ
ります。

令和３年度一般会計歳入歳出決算額構成比

自由民主党

・母子保健（産後ケア）事業
・健康づくりに係る事業
・�給食のくにたち野菜の利用
・南武線沿線まちづくり
・通学路等安心安全対策
・狭あい道路拡幅整備助成

社民・ネット・緑と風

・�事実婚の方が支給要件で不利
になる制度
・�さくら通りの工事を８年がか
りで終えた総括
・�都交渉が膠着する大学通り自
転車道整備の打開策
・�政府のマイナ保険証義務化方
針に対する市の姿勢
・�マイナカード促進事業の人材
派遣会社の高額時給
・�保健指導による改善率が年々
減少している理由

日本共産党

・�新学校給食センターの瑕疵あ
る事務執行

・�新型コロナワクチン接種の促進
・�南部狭あい道路の解消へ向け
た取り組み

・小学校の不登校対策
・�フルインクルーシブ教育をど
う推進するのか

・�夜間早朝介護と24時間介護の
推進

公明党

・�特定空き家の認定基準に基づ
く実際の認定状況

・�子宮頸がん予防ワクチン最新
接種状況と接種勧奨

・�福祉交通全般の役割とその基
本方針について

・�アライグマ・ハクビシンの捕
獲件数とその対策

・�不登校児童の受け皿の現状と
予防的取り組み

・�給食食材費への補助と食材費
が私会計の理由

新しい議会

・�大学通りの柵で囲われた部分
の利用方法

・�学校の校則をすべてＨＰに公
開しているか

・�下水道ストックマネジメント
の進捗

・�審議会の年齢構成を確認でき
る仕組みを作ったか

立憲民主党

・避難所のアレルギー対応
・就学援助にかかる事業

こぶしの木

・�コロナ禍における困難を抱え
る女性支援

・�「発達障害」特別支援固定学級
増の検証を

みらいのくにたち

・子ども虐待対応件数増加
・がん検診率を上げる方法

樹木の会

・�健康管理面から市職員の残業
の削減
・�後期高齢者保険料の負担が高
いので公費補助

耕す未来＠くにたち

・�まちづくり条例等運営に係る
事業
・�特別支援教育「発達障害」に係
る事業
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陳
情
を
採
択
す
る
も
市
民
の
声
に

応
え
ら
れ
な
い
法
的
適
合
の
壁
は

樹
木
の
会　
　
石
塚 

陽
一  

議
員

Q
中
２
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン

建
築
の
調
整
結
果
は
。

A
指
導
書
を
渡
し
て
い
る
が
、

法
的
に
適
合
し
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
手
続
き
を
経
て
い

る
建
築
物
へ
の
要
請
等
は
慎

重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
建
築
責
任
者
と
陳
情
者
と

の
話
し
合
い
は
で
き
な
い
か
。

A
事
業
者
の
判
断
の
た
め
、

こ
れ
以
上
の
要
請
は
難
し
い
。

Q
現
在
の
用
途
地
域
の
扱
い

は
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
。

A
調
査
・
研
究
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
第
一
種
と
第
二
種
会
計
年

度
任
用
職
員
の
職
務
内
容
は
。

A
第
一
種
は
常
勤
職
員
に
準

じ
た
業
務
、
第
二
種
は
補
助

的
な
業
務
に
従
事
す
る
。

Q
業
務
遂
行
能
力
が
高
い
第

二
種
の
第
一
種
へ
変
更
は
。

A
第
一
種
の
採
用
試
験
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
。

Q
国
立
三
中
の
生
徒
会
主
導

で
実
施
し
た
私
服
登
校
を
教

育
委
員
会
は
ど
う
考
え
る
か
。

A
学
校
生
活
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
の
課
題
を
見
い
だ
し
、

話
し
合
い
、
合
意
形
成
を
図

り
意
見
決
定
を
す
る
、
よ
い

経
験
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

Q
自
主
的
に
考
え
て
取
り
組

む
こ
と
は
、
こ
れ
以
外
の
分

野
に
お
い
て
も
実
践
す
る
価

値
は
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
今
後
、
生
徒
会
活
動
を
通

じ
、
活
気
あ
る
学
校
や
、
よ

り
よ
い
学
校
風
土
づ
く
り
へ

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。
一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。

全
て
の
子
ど
も
に
個
別
最
適
な

教
育
の
機
会
と
学
び
の
場
を
！

新
し
い
議
会　
　
石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
国
連
の
障
害
者
権
利
委
員

会
は
、
し
ょ
う
が
い
児
を
分

離
す
る
現
状
の
特
別
支
援
教

育
を
や
め
る
よ
う
日
本
政
府

に
強
く
求
め
た
が
、
国
立
市

で
は
国
連
が
言
う
分
離
教
育

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
本
人
や
保
護
者
の
希
望
に

従
い
、
ス
マ
イ
リ
ー
ス
タ
ッ

フ
の
支
援
で
通
常
級
に
籍
を

置
く
こ
と
も
、
支
援
学
級
に

籍
を
置
き
な
が
ら
交
流
や
通

常
級
の
授
業
に
も
参
加
す
る

こ
と
も
選
択
で
き
、
分
離
教

育
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
入
学
式
や
卒
業
式
の
と
き

に
支
援
級
を
分
け
ず
、
交
流

す
る
通
常
級
の
生
徒
と
一
緒

に
行
進
し
た
り
座
っ
た
り
で

き
な
い
の
か
。
入
学
時
に
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
だ
と
認
識
で
き

れ
ば
、
学
校
生
活
で
仲
間
意

識
が
高
ま
る
と
思
う
が
。

A
最
終
的
に
は
学
校
長
の
判

断
だ
が
、
特
に
、
入
学
式
は

最
初
の
出
会
い
と
し
て
貴
重

な
機
会
に
な
る
の
で
、
提
案

さ
れ
た
取
り
組
み
は
、
ぜ
ひ

進
め
て
い
き
た
い
。

Q
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方

の
た
め
に
、
国
は
デ
ジ
タ
ル

活
用
支
援
員
の
育
成
と
活
用

を
推
奨
し
て
い
る
。
地
域
の

人
材
を
活
か
せ
る
こ
の
取
り

組
み
を
導
入
で
き
な
い
か
。

A
渋
谷
区
な
ど
は
高
齢
者
の

学
ぶ
機
会
と
国
の
施
策
を
う

ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い

る
。
今
後
の
検
討
の
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。

気
候
正
義
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
・
・

２
０
３
０
年
の
未
来
を
見
す
え
て

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
重
松
朋
宏  

議
員

Q
気
候
変
動
対
策
の
プ
ロ
セ

ス
で
、
気
候
危
機
の
影
響
を

受
け
る
次
世
代
や
地
域
の
意

見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

A
小
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

若
い
世
代
が
参
加
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

Q
家
庭
や
事
業
所
の
電
力
を

再
エ
ネ
重
視
に
パ
ワ
ー
シ
フ

ト
す
る
取
組
み
は
あ
る
か
。

A
東
京
都
で
実
施
し
て
い
る

再
エ
ネ
電
力
の
共
同
購
入
を

広
報
し
、
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
フ
ト
を
促
し
た
い
。

Q
新
改
築
す
る
公
共
建
築
は

最
低
限
50
％
以
上
省
エ
ネ
と

し
、
創
エ
ネ
含
む
75
％
以
上

省
エ
ネ
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

A
’30
年
ま
で
に
新
築
50
％
以

上
省
エ
ネ
を
目
指
す
政
府
の

計
画
を
参
考
に
、
市
の
計
画

の
中
で
明
確
に
し
た
い
。

Q
車
中
心
か
ら
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
へ
、
都
知
事
と
市

長
の
意
見
交
換
会
で
甲
州
街

道
車
線
削
減
の
要
望
を
し
た

際
の
感
触
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
【
市
長
】
今
ま
で
よ
り
前

に
進
ん
だ
感
触
を
受
け
た
。

Q
駅
前
広
場
整
備
時
に
公
共

交
通
の
支
援
策
を
考
え
て
は
。

A
路
線
図
や
乗
り
場
の
案
内

板
設
置
を
検
討
し
た
い
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
電

動
バ
ス
に
換
え
て
は
ど
う
か
。

A
買
換
え
の
時
期
が
近
づ
い

て
お
り
、
検
討
し
た
い
。

他
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ

た
実
効
的
な
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
質
問
。

給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
を
。

日
本
共
産
党　
　
住
友 

珠
美  

議
員

Q
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

含
め
た
保
護
者
負
担
軽
減
は

公
会
計
化
含
め
、
ま
ず
は
話

合
い
の
俎
上
に
載
せ
な
け
れ

ば
始
ま
ら
な
い
。
子
育
て
支

援
や
貧
困
対
策
の
た
め
に
も

し
っ
か
り
議
論
を
す
べ
き
。

A
公
会
計
化
な
ど
は
他
の
施

策
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
、

無
償
化
な
ど
保
護
者
負
担
軽

減
も
含
め
て
、
市
長
部
局
と

も
情
報
共
有
し
、
話
し
合
う

こ
と
が
第
一
歩
と
考
え
る
。

Q
生
理
の
貧
困
問
題
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

公
共
施
設
で
の
恒
常
的
な
配

布
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
。

A
予
算
的
な
問
題
が
あ
る
が
、

民
間
企
業
よ
り
提
供
の
話
が

あ
る
の
で
、
今
後
は
継
続
的

な
配
布
も
視
野
に
入
れ
て
協

議
を
進
め
た
い
。

Q
庁
内
の
し
ょ
う
が
い
者
雇

用
促
進
に
向
け
て
「
し
ょ
う

が
い
者
活
躍
推
進
計
画
」
策

定
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

A
計
画
策
定
を
検
討
す
る
。

Q
世
帯
を
ト
ー
タ
ル
で
ケ
ア

す
る「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」

の
制
定
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

A
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

３
部
署
合
同
で
連
絡
会
議
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
条
例
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

Q
在
宅
介
護
の
夜
間
・
早
朝

介
護
支
援
体
制
が
う
す
い
。

対
策
強
化
を
進
め
る
べ
き
。

A
今
後
の
第
9
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
検
討
し
た
い
。

０
～
２
歳
の
育
児
支
援
を
！

新
し
い
議
会　
　
藤
江 

竜
三  

議
員

Q
１
歳
児
を
対
象
と
す
る
こ

こ
す
き
事
業
の
一
回
の
期
間

を
長
く
で
き
な
い
か
。

A
参
加
し
た
方
か
ら
も
事
業

期
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
る
。
効
果
を
検

証
し
、
使
え
る
リ
ソ
ー
ス
で

延
長
可
能
か
検
討
し
て
い
る

と
事
業
団
か
ら
聞
い
て
い
る
。

Q
こ
こ
す
き
事
業
の
公
報
を

市
と
事
業
団
が
も
っ
と
連
携

し
て
行
っ
た
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

A
動
画
、
ラ
イ
ン
な
ど
国
立

市
と
事
業
団
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
は
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

予
約
が
と
り
づ
ら
い
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
の
対
策
は
。

A
受
け
入
れ
る
委
託
先
を
増

や
し
た
い
。

Q
学
校
に
お
い
て
メ
ー
ル
や

チ
ャ
ッ
ト
の
活
用
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

A
年
間
指
導
計
画
に
メ
ー

ル
・
チ
ャ
ッ
ト
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
位
置
づ
け
る
こ
と

を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

Q
学
校
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の

導
入
状
況
は
。

A
１２
月
１９
日
か
ら
運
用
を
で

き
る
よ
う
に
し
、
学
校
ご
と

に
開
始
を
す
る
。

Q
副
担
任
に
相
当
す
る
人
が

い
る
学
級
を
東
京
都
と
連
携

し
、
調
査
で
き
な
い
か
。

A
都
の
分
析
や
近
隣
市
で
の

導
入
状
況
を
調
査
し
、
検
討

す
る
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
気
候
危
機
へ
の
対
処
は
喫

緊
の
課
題
だ
が
、
市
の
対
応

は
ど
う
か
。

A
国
立
市
内
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
2
は
、
13
年
度
と
比

較
し
て
16
％
削
減
で
き
た
。

市
役
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
2
は
14
％
削
減
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
小
水
力
発
電
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
可
能
性

を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

Q
国
は
要
介
護
１
・
２
を
自

治
体
の
仕
事
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
先
に
移
行
さ
せ
ら

れ
た
要
支
援
１
・
２
の
課
題

は
何
か
。

A
国
や
都
か
ら
交
付
金
が
あ

る
が
、
上
限
額
を
超
え
た
ら

そ
の
分
は
交
付
金
が
な
い
。

こ
の
こ
と
が
課
題
だ
。

Q
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
へ

の
相
談
の
う
ち
、
子
ど
も
本

人
か
ら
の
相
談
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

A
子
ど
も
本
人
か
ら
の
相
談

は
15
件
あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
に

落
ち
着
き
が
な
い
と
か
、
乱

暴
な
子
が
い
て
困
っ
て
い
る

な
ど
、
友
人
関
係
が
10
件
、

虐
待
の
疑
い
が
３
件
、
教
員

に
関
す
る
も
の
が
１
件
、
い

じ
め
が
１
件
寄
せ
ら
れ
た
。

Q
国
立
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早

期
設
置
に
つ
い
て
、
市
は
Ｊ

Ｒ
に
ど
の
よ
う
な
依
頼
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

A
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
う
と
き

は
、
必
ず
早
期
設
置
の
申
し

入
れ
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
申
し
入
れ
を
す
る
。

不
登
校
ぎ
み
の
生
徒
と
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
進
路
説
明
会
を
！

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
古
濱 

薫  

議
員

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

た
め
に
教
員
向
け
の
研
修
を

求
め
、
今
年
度
実
施
さ
れ
た

が
、
児
童
生
徒
へ
の
調
査
は
。

A
健
康
福
祉
部
・
子
ど
も
家

庭
部
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

Q
不
登
校
ぎ
み
の
生
徒
と
そ

の
保
護
者
向
け
に
通
常
の
進

路
指
導
と
は
別
に
進
路
説
明

会
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
世
田
谷
区
の
よ
う
に
実
際

に
特
色
あ
る
学
校
の
方
か
ら

出
向
い
て
話
を
聞
け
る
機
会

は
貴
重
な
の
で
、
参
考
に
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
に
当
た
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ

事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
審
議
会
委
員
か
ら
も
同
様

の
意
見
が
あ
り
、
動
画
や
冊

子
の
記
録
作
成
や
、
卒
業
生

を
招
い
て
の
試
食
会
の
開
催

な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
国
立
駅
南
口
周
辺
整
備
に

つ
い
て
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
市

民
が
対
話
し
な
が
ら
参
加
で

き
る
連
続
性
の
あ
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
コ
ン
ペ
や
授
賞
式
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
市
民
参

加
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
ど

の
よ
う
な
市
民
参
加
の
方
法

が
あ
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
国
立
駅
南
口
に
設
置
予
定

の
子
育
て
支
援
施
設
で
行
う

一
時
預
か
り
保
育
が
大
人
の

都
合
だ
け
で
行
わ
れ
な
い
か
。

A
保
育
の
質
を
し
っ
か
り
確

認
し
、
保
っ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　
望
月 

健
一  

議
員

Q
子
ど
も
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
る
と
、
校
則
な
ど
の
問

題
が
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
。

A
生
徒
の
参
加
が
し
や
す
く

な
り
、
誰
に
と
っ
て
も
居
心

地
の
良
い
学
校
に
つ
な
が
る
。

Q
子
ど
も
基
本
条
例
素
案
に

は
、
余
暇
・
自
由
な
時
間
と

い
う
言
葉
が
な
い
。
子
ど
も

の
権
利
の
一
環
と
し
て
定
め

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q
不
登
校
支
援
を
一
覧
で
き

る
冊
子
を
作
る
べ
き
で
は
。

A
今
後
、
作
成
し
た
い
。

Q
大
学
通
り
の
緑
地
帯
の
一

部
、
公
園
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
緑
地
帯
の
樹
木
を
管
理
し

つ
つ
、
立
ち
入
り
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
を
考
え
る
。

Q
図
書
館
の
自
習
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

A
図
書
館
全
席
、
自
習
に
使

う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

Q
コ
ン
ビ
ニ
と
の
災
害
時
の

協
定
に
つ
い
て
問
う
。

A
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い

て
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

Q
24
時
間
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
え
る

状
況
を
増
や
し
て
ほ
し
い
が
。

A
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
施

設
の
外
に
置
き
、
時
間
帯
を

選
ば
ず
使
用
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

Q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
活
用
し

た
健
康
づ
く
り
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

A
検
討
し
て
い
る
。
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不
登
校
児
童
生
徒
に

多
様
な
学
習
の
機
会
を
！

公
明
党　
　
青
木 

淳
子  

議
員

Q
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状

と
対
応
を
問
う
。

A
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小

学
校
47
名
、
中
学
校
67
名
。

Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
連
携
し
対

応
し
て
い
る
。
教
育
支
援
室

や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
・
家
庭

と
子
ど
も
の
支
援
員
を
活
用

し
登
校
支
援
や
別
室
で
の
学

習
支
援
等
を
継
続
。
多
様
な

学
び
の
環
境
整
備
を
検
討
中
。

Q
学
校
以
外
の
場
で
学
ぶ
子

ど
も
達
の
出
席
の
取
扱
い
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A
学
校
外
の
施
設
で
相
談
・

指
導
を
受
け
て
い
る
場
合
、

出
席
扱
い
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
今
年
度
中
に
整
え
る
。

Q
不
登
校
特
例
校
分
教
室
設

置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A
実
現
に
向
け
て
の
課
題
等
、

調
査
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ

イ
ル
予
防
の
取
組
み
を
問
う
。

A
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
会
を

継
続
し
て
開
催
。
市
民
の
自

主
的
な
エ
リ
ア
チ
ェ
ッ
ク
会

は
3
ヶ
所
で
月
1
回
開
催
。

Q
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
為

に
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

A
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
検

討
し
て
い
く
。

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
の
助
成
を
問
う
。

A
今
後
、
国
や
東
京
都
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

他
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
質
問
。

健
康
保
険
証
は
な
く
な
ら
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
必
要
な
し

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
関
口 

博  

議
員

Q
河
野
大
臣
が
健
康
保
険
証

を
廃
止
す
る
と
発
言
し
た
が

閣
議
決
定
も
、
国
会
審
議
も

な
し
の
発
言
で
は
な
い
か
。

A
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
。

Q
紙
の
保
険
証
が
な
く
な
っ

た
ら
市
民
に
多
大
な
影
響
が

あ
り
、
問
題
だ
と
思
う
が
。

A
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
、

被
保
険
者
に
不
利
益
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
課
長
会
等
を

通
じ
意
見
、
要
望
を
行
う
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

実
質
取
得
義
務
化
の
発
言
が

大
臣
か
ら
あ
っ
た
が
、
番
号

法
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に

当
局
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
カ
ー
ド
取
得
が
義
務
化
さ

れ
る
と
、
現
行
の
番
号
法
に

適
合
す
る
か
疑
義
が
生
じ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

は
任
意
で
あ
る
。

Q
健
康
保
険
証
は
、
２
年
毎

に
市
役
所
か
ら
自
動
的
に
送

ら
れ
て
く
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
保
険
証
代
わ
り
に

な
る
と
、
市
民
が
窓
口
で

カ
ー
ド
更
新
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
変
不

便
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
現
行
だ
と
、
５
年
毎
に
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対

応
が
で
き
な
い
個
人
病
院
は

廃
業
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
意
見
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
で
、

市
も
憂
慮
し
て
い
る
。

他
、
二
小
建
て
替
え
の
太
陽

光
発
電
、
都
営
住
宅
を
質
問
。
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国
立
市
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
　
遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
着
工
採
択
さ
れ
4
年
、
南

武
線
立
体
交
差
事
業
の
現
在

の
状
況
は
。

A
都
が
立
体
化
の
構
造
や
工

法
に
関
す
る
検
討
を
し
て
い

る
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
。

市
は
南
武
線
沿
線
街
づ
く
り

方
針
で
立
体
化
さ
れ
た
後
の

将
来
像
や
方
針
を
示
し
た
。

Q
地
域
住
民
か
ら
踏
切
の
渋

滞
解
消
や
防
災
の
面
か
ら
も

谷
保
駅
の
立
体
交
差
の
要
望

が
多
い
が
範
囲
は
。

A
ま
だ
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。

Q
谷
保
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の

設
置
の
進
捗
状
況
は
。

A
今
年
3
月
に
完
成
す
る
。

Q
立
体
交
差
さ
れ
な
い
地
域

の
取
り
組
み
は
。

A
踏
切
の
拡
幅
や
遮
断
時
間

の
短
縮
を
要
望
。
以
前
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
都
道
の
無
電

柱
化
や
谷
保
駅
の
駅
名
変
更

に
つ
い
て
も
調
査
検
討
す
る
。

Q
自
転
車
の
通
行
の
取
り
締

ま
り
が
10
月
31
日
か
ら
強
化

し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
。

A
悪
質
な
交
通
違
反
、
特
に

信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
、

右
側
通
行
、
徐
行
せ
ず
歩
道

通
行
に
赤
切
符
に
よ
る
取
り

締
ま
り
を
し
て
い
る
。

Q
注
意
看
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
し
て
注
意
喚
起
し
て
は
。

A
看
板
に
見
慣
れ
て
し
ま
い
、

見
て
も
ら
え
な
い
事
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
環
境
に
配
慮

し
た
上
で
検
討
す
る
。

他
、
都
市
計
画
道
路
、
崖

線
の
緑
に
つ
い
て
質
問
。

情
報
公
開
に
関
す
る
問
題
や

介
護
費
用
負
担
軽
減
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　
　
柏
木 

洋
志  

議
員

Q
補
聴
器
助
成
の
進
捗
は
。

A
医
師
会
協
力
の
下
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
医
療
機
関
へ
利
用

件
数
な
ど
中
心
に
実
施
。

Q
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
も
必
要
で
は
。

A
相
談
実
例
が
あ
れ
ば
把
握

し
、
生
か
し
て
い
き
た
い
。

Q
介
護
保
険
料
利
用
料
の
軽

減
施
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

A
現
在
、
軽
減
措
置
を
市
と

し
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
物
価
高
騰
等
を
考
え
る
と

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

実
質
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
義
務
化
の
よ
う
な
事

態
。
市
の
考
え
は
。

A
全
被
保
険
者
が
医
療
を
受

け
る
権
利
は
保
障
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
注
視
す
る
。

Q
そ
も
そ
も
保
険
証
を
廃
止

す
べ
き
で
は
な
い
。
市
と
し

て
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

A
報
道
以
上
の
情
報
は
把
握

し
て
な
い
。
被
保
険
者
の
不

利
益
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
。

Q
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

契
約
関
連
で
黒
塗
り
だ
っ
た
。

市
民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い

の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

A
民
間
企
業
の
経
営
上
の
判

断
や
内
部
情
報
の
た
め
、
非

開
示
と
し
た
。

Q
内
閣
府
の
文
書
で
は
原
則

公
開
す
べ
し
と
あ
る
。
非
開

示
は
お
か
し
い
の
で
は
。

A
難
し
い
中
で
、
最
終
的
に

概
要
の
開
示
の
判
断
を
し
た
。

大
人
と
し
て
の
責
任
は
子
ど
も
に

向
け
て
こ
そ
果
た
す
べ
き
！

立
憲
民
主
党　
　
稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
不
公
平
が
明
ら
か
な
不
受

験
者
の
取
り
扱
い
が
あ
る
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
を
入
試

に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
【
教
育
長
】
東
京
都
の
事

業
で
良
し
悪
し
を
言
う
立
場

に
な
い
が
、
子
ど
も
の
不
安

は
取
り
除
い
て
い
け
る
よ
う

に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

Q
ど
の
よ
う
な
内
容
で
説
明

す
る
の
か
。

A
【
教
育
長
】
逆
転
現
象
が

起
こ
る
可
能
性
も
含
め
て
具

体
的
な
例
示
を
し
な
が
ら
教

員
か
ら
事
実
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

Q
入
試
活
用
を
や
め
る
こ
と

を
東
京
都
の
教
育
委
員
会
に

申
し
入
れ
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

A
【
教
育
長
】
何
ら
か
の
形

を
も
っ
て
伝
え
る
努
力
を
し

た
い
。

Q
富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
る
か
。

A
飛
ん
で
く
る
火
山
灰
が
影

響
し
、
鉄
道
は
わ
ず
か
の
降

灰
で
運
行
が
停
止
。
道
路
は

雨
が
降
っ
て
し
ま
え
ば
バ
イ

ク
な
ど
は
走
れ
な
く
な
る
。

買
い
占
め
な
ど
が
起
き
た
り
、

上
水
道
は
汚
染
に
よ
り
水
道

が
止
ま
っ
た
り
、
下
水
は
詰

ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
様
々

な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

他
、
ヤ
ク
ル
ト
中
央
研
究
所

と
の
包
括
連
携
を
質
問
。

少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
国
立
市

は
伴
走
型
の
支
援
を
す
べ
き
！

自
由
民
主
党　
　
髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
若
年
層
へ
の
支
援
と
し
て

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進

交
付
金
の
1
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
（
国
立
市
結
婚
お
祝
い
一

時
金
）
の
実
施
を
要
望
す
る

が
い
か
が
か
。

A
都
へ
の
主
体
的
な
事
業
実

施
を
要
望
す
る
こ
と
も
含
め

慎
重
に
検
討
す
る
。

Q
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
を
早
期
に
行
い
子
供
の
頃

か
ら
自
分
の
体
の
事
を
知
り

自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る

大
切
な
事
業
を
行
な
う
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
に
つ
い
て
も
新
た
な
大
き

な
問
題
の
視
点
か
ら
捉
え
直

し
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
る
た
め
に
今
後
の
取
組
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て

利
用
が
少
な
い
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
を
見
直
し
、産
後
ド
ゥ
ー

ラ
や
産
後
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
委

託
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
も
含
め
た

社
会
資
源
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
他
市
の
状
況
も
把
握
し
て

探
っ
て
参
り
た
い
。

Q
令
和
4
年
第
1
回
定
例
会

で
提
案
要
望
し
た
聴
力
低
下

の
早
期
発
見
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

A
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
半
永
久
的
に

再
生
し
続
け
ら
れ
る
事
業
に
参
画
へ

公
明
党　
　
香
西 

貴
弘  

議
員

Q
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
6
月
議
会
で
提
案
し

た
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
へ
の
参
画
に

関
す
る
そ
の
後
の
進
捗
は
。

A
令
和
4
年
11
月
28
日
に
民

間
事
業
者
と
の
間
で
協
定
を

締
結
。
本
事
業
は
令
和
5
年

4
月
よ
り
、
実
施
の
方
向
。

Q
国
の
動
き
に
呼
応
し
て
、

妊
娠
・
出
産
期
、
0
歳
か
ら

2
歳
児
を
持
つ
ご
家
庭
へ
の

支
援
の
充
実
に
務
め
る
べ
き
。

A
従
来
2
回
の
面
談
に
加
え
、

妊
娠
8
か
月
面
談
を
追
加
し
、

妊
娠
届
・
出
生
届
提
出
後
に

計
10
万
円
給
付
を
実
施
す
る
。

Q
指
定
外
の
避
難
所
と
な
り

得
る
一
定
規
模
の
公
園
へ
の 

災
害
時
対
応
機
能
の
強
化
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

A
ま
ず
城
山
公
園
の
一
部
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
井
戸
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
整
備
し
、

他
の
公
園
に
も
特
性
を
踏
ま

え
た
上
で
広
げ
て
い
き
た
い
。

Q
都
営
矢
川
北
ア
パ
ー
ト
周

辺
の
生
活
環
境
向
上
に
向
け

①
矢
川
保
育
園
沿
道
に
電
灯

の
設
置
を
②
矢
川
プ
ラ
ス
の

開
設
に
向
け
、
地
域
の
皆
様

む
け
に
内
覧
会
開
催
を
要
望
。

A
①
電
灯
の
設
置
に
向
け
て

前
向
き
に
検
討
②
内
覧
会
を

実
施
し
て
、
現
況
と
な
っ
た

経
過
や
今
後
へ
の
要
望
等
を

お
聴
き
す
る
場
と
し
て
い
く
。

他
、
西
地
域
の
公
園
用
地
の

取
得
希
望
に
関
す
る
質
問
。

学
校
給
食
無
償
化
の
実
施
を

気
候
危
機
の
対
策
も

日
本
共
産
党　
　
高
原 

幸
雄  

議
員

Q
歩
行
困
難
な
高
齢
者
の
理

髪
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
求
め

る
市
民
の
要
望
が
あ
る
。
多

摩
26
市
中
20
市
で
実
施
し
て

い
る
。
国
立
市
で
も
実
施
を
。

A
令
和
５
年
度
に
介
護
保
険

運
営
協
議
会
で
議
論
し
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
。

Q
国
が
介
護
保
険
制
度
の
要

介
護
１
・
２
の
認
定
者
を
保

険
適
用
か
ら
除
外
し
、
市
の

総
合
事
業
に
移
行
す
る
改
定

を
狙
っ
て
い
る
。
移
行
す
れ

ば
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
な

が
る
。
国
に
実
施
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
。

A
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

動
向
を
注
視
し
た
い
。

Q
学
校
給
食
費
は
小
学
校
月

額
平
均
４
千
350
円
、
中
学
校

４
千
900
円
で
、
子
育
て
世
帯

に
大
き
な
負
担
。
物
価
高
騰

に
対
す
る
負
担
軽
減
の
緊
急

の
対
策
と
無
償
化
に
向
け
た

検
討
を
す
べ
き
。

A
無
償
化
は
給
食
の
あ
り
方
、

財
政
的
な
優
先
順
位
な
ど
、

様
々
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

Q
地
球
温
暖
化
で
気
候
危
機

が
叫
ば
れ
て
い
る
。昨
年
、国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

26
回
締
約
国
会
議
が
開
か
れ
、

世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を

産
業
革
命
前
に
比
べ
、
1.5
度

以
内
に
抑
え
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
市
の
取
り
組
み
は
。

A
令
和
５
年
度
に
実
行
計
画

を
策
定
し
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
す
。
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世
界
人
権
宣
言
か
ら
生
ま
れ
た

人
権
施
策
の
着
実
な
前
進
を
！

こ
ぶ
し
の
木　
　
上
村 

和
子  

議
員

Q
8
月
の
平
和
首
長
会
議
で

永
見
市
長
は
全
国
初
と
な
る

多
摩
地
域
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
（
26
市
全
て
加
盟)

設
立
を
報
告
。
今
後
の
活
動

と
事
務
局
と
し
て
の
体
制
は
。

A
国
立
市
で
は
子
ど
も
た
ち

の
広
島
派
遣
を
や
っ
て
い
て
、

他
の
多
摩
の
自
治
体
で
も
同

様
の
取
り
組
み
が
あ
る
の
で
、

広
島
・
長
崎
の
子
ど
も
た
ち

と
の
子
ど
も
平
和
サ
ミ
ッ
ト

の
様
な
企
画
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

A
【
市
長
】
事
務
局
体
制
は

必
要
に
応
じ
て
。

Q
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

A
次
年
度
の
対
応
と
し
て
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
予
算
計

上
を
財
政
当
局
と
調
整
中
。

Q
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
へ

の
人
権
侵
害
の
取
り
組
み
は
。

A
早
期
救
済
、
再
発
防
止
の

し
く
み
を
つ
く
る
。

Q
婚
外
子
差
別
へ
の
先
駆
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A
本
人
通
知
制
度
、
実
態
調

査
、
窓
口
で
の
差
別
的
対
応

を
防
ぐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、

Ｈ
Ｐ
の
記
載
配
慮
等
実
施
。

Q
新
法
を
先
取
り
し
た
困
難

を
抱
え
る
女
性
支
援
を
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
で
き
な
い
か
。

A
積
極
的
に
求
め
て
い
く
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
支
援
に
つ
い
て
。

A
当
事
者
と
話
す
場
を
持
つ
。

他
、
公
民
館
ト
イ
レ
や
椅
子

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
質
問
。

結
婚
希
望
者
支
援
へ
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は

自
由
民
主
党　
　
石
井 

伸
之  

議
員

Q
結
婚
支
援
の
倉
敷
高
梁
川

マ
リ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
に
倣
い
、

多
摩
地
域
連
携
で
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
は
。

A
【
市
長
】
26
市
で
足
並
み

の
一
致
は
難
し
い
が
、
各
首

長
に
意
見
を
聞
き
た
い
。

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

補
助
制
度
創
設
に
向
け
た
①

都
の
動
き
は
②
国
立
市
医
師

会
と
の
意
見
交
換
は
。

A
①
都
が
来
年
度
補
助
金
に

計
上
を
検
討
。
②
今
後
行
う
。

Q
来
年
の
敬
老
大
会
実
施
は
。

A
感
染
症
に
配
慮
し
、
場
所

を
分
散
さ
せ
、
１
カ
所
の
人

数
を
限
定
し
て
開
催
を
検
討
。

Q
く
に
ニ
ャ
ン
が
モ
チ
ー
フ

の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配

布
し
て
観
光
資
源
と
し
て
は
。

A
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
検
討
。

Q
国
立
市
に
お
け
る
『
ふ
る

さ
と
納
税
』
の
収
支
額
は
。

A
住
民
税
控
除
額
３
億
円
超
、

寄
付
金
受
入
額
９
千
753
万
円
、

差
引
で
約
２
億
円
の
赤
字
。

Q
10
月
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
国

立
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
収
益
化

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
と
な
っ

た
が
、
そ
の
反
響
は
。

A
日
経
電
子
版
に
配
信
さ
れ
、

非
常
に
大
き
な
反
響
で
、
歳

入
確
保
に
肯
定
的
意
見
が
あ 

っ
た
。
引
き
続
き
努
力
す
る
。

Q
平
成
30
年
に
私
が
一
般
質

問
し
、
令
和
４
年
３
月
30
日

に
締
結
し
た
佐
川
急
便
と
災

害
時
応
援
協
定
の
周
知
は
。

A
六
小
防
災
フ
ェ
ス
タ
で
広

報
。
平
時
か
ら
連
携
を
す
る
。

【令和4年12月5日〜8日実施】

パソコンやスマートフォンで、
国立市議会本会議や各議員の
一般質問の会議録を閲覧・検
索をすることができます。
「ことば」「発言者」「会議名」
「期間」で検索が
できますので、
ぜひご利用くだ
さい。

インターネットで一般質問や本会議の
閲覧と検索ができます

市
民
の
信
頼
に
応
え
る
対
応
を
！

情
報
公
開
・
ま
ち
づ
く
り
・
住
宅

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
　
小
川 

ひ
ろ
み  

議
員

Q
情
報
公
開
の
在
り
方
は
、

納
税
者
市
民
に
透
明
性
あ
る

使
途
を
伝
え
る
の
が
原
則
。

学
校
給
食
63
億
円
のPFI

事

業
で
は
内
閣
府
も
積
算
根
拠

を
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
た
が
、
議
会
に
も
示
さ
れ

な
か
っ
た
。PFI
は
財
源
が

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る

大
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

A
【
教
育
長
】
一
般
競
争
入

札
で
経
済
の
優
位
性
を
求
め
、

そ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
の

は
し
ょ
う
が
な
い
と
思
う
。

Q
中
２
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
問

題
は
、
400
％
容
積
率
の
近
隣

商
業
の
北
側
に
一
種
低
層
住

宅
が
広
が
り
、
受
忍
限
度
を

超
え
る
被
害
が
住
民
に
の
し

か
か
る
重
大
な
問
題
が
提
起

さ
れ
た
。
陳
情
は
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
行

政
も
議
会
も
市
民
の
信
頼
は

得
ら
れ
て
い
な
い
。
永
見
市

長
の
任
期
中
に
高
さ
が
無
制

限
に
な
っ
て
い
る
現
条
例
を

変
え
な
い
と
同
じ
よ
う
に
紛

争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
。

A
【
市
長
】
良
好
な
形
へ
転

換
し
て
い
け
る
よ
う
調
査
・

研
究
し
て
い
く
課
題
と
し
て

庁
内
合
意
は
出
来
て
い
る
。

Q
分
譲
富
士
見
台
団
地
建
替

え
で
行
き
場
を
失
う
少
な
く

な
い
住
民
に
ど
う
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
の
か
。
市
長
の

い
う
人
道
的
支
援
と
は
何
か
。

A
原
則
は
組
合
内
で
の
対
応

と
な
る
が
、
様
々
な
部
署
が

連
携
し
て
議
論
し
て
い
く
。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
重
度
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
在

宅
療
養
緊
急
支
援
事
業
費
】

Ｑ
こ
の
事
業
の
概
要
は
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
罹
患
も
し
く
は
濃
厚

接
触
者
と
な
っ
た
在
宅
療
養

を
行
っ
て
い
る
重
度
し
ょ
う

が
い
し
ゃ
に
、
継
続
し
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
支
援
を
行
え
る

よ
う
事
業
者
に
市
独
自
の
加

算
額
を
支
給
す
る
も
の
。
重

度
訪
問
介
護
は
１
日
当
た
り

の
介
護
時
間
が
長
く
、
身
体

介
護
な
ど
の
身
体
接
触
も
あ

る
の
で
、
シ
フ
ト
を
組
む
の

も
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

【
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
】

Ｑ
こ
の
事
業
で
は
、
流
産
・

死
産
・
中
絶
し
た
方
も
対
象

と
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
妊
娠
届
を
提
出
し
、
妊
婦

面
談
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
の

後
、
流
産
・
死
産
・
中
絶
し

た
方
も
対
象
と
し
て
、
5
万

円
を
支
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
市
の
支
出
割
合
は
。

Ａ
国
が
３
分
の
２
、
都
と
市

町
村
が
６
分
の
１
に
な
る
。

Ｑ
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
寄

り
添
い
支
援
を
強
化
し
て
い

る
必
要
性
は
何
か
。

Ａ
児
童
虐
待
で
命
を
落
と
す

子
供
の
半
数
が
０
歳
か
ら
２

歳
と
い
う
検
証
結
果
が
あ
り
、

特
に
、
未
就
園
児
の
い
る
家

庭
に
は
伴
走
す
る
よ
う
な
支

援
を
行
い
た
い
。

Ｑ
国
立
市
の
出
生
率
は
令
和

３
年
度
が
1
・
01
で
あ
る
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
【
市
長
】
あ
く
ま
で
も
市

民
の
方
々
の
主
体
性
を
尊
重

し
な
が
ら
子
ど
も
が
育
ち
や

す
い
環
境
、
住
み
心
地
の
良

い
環
境
を
行
政
と
し
て
整
備

し
た
い
。

Ｑ
出
産
応
援
ギ
フ
ト
や
子
育

て
応
援
ギ
フ
ト
の
5
万
円
は
、

面
談
終
了
後
、
ど
の
程
度
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
て
、
実

際
に
支
給
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
早
期

の
現
金
支
給
を
希
望
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

申
請
さ
れ
、
口
座
情
報
を
い

た
だ
い
た
後
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
給
付
し
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
は
流
産
・
死
産
・
中
絶

等
で
出
産
に
至
ら
な
か
っ
た

方
々
も
対
象
だ
と
周
知
し
、

届
け
出
て
も
ら
い
面
談
を
行
っ

て
ほ
し
い
。
事
業
の
名
称
に

つ
い
て
も
そ
れ
が
分
か
る
よ

う
な
名
称
に
し
て
ほ
し
い
。

賛
成　
市
で
は
産
前
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、
切

れ
目
な
い
支
援
の
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
。
伴
走
型
支

援
と
経
済
的
支
援
の
一
体
的

実
施
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
期

待
が
で
き
る
。

賛
成　
重
度
し
ょ
う
が
い
し 

ゃ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
在
宅
療
養
緊
急
支
援
事

業
は
評
価
す
る
が
、
要
介
護

３
以
上
の
高
齢
者
な
ど
も
含

め
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

賛
成　
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
は
継
続
実
施
事
業
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
や
広
域
の
連

携
な
ど
、
効
率
的
な
事
業
の

在
り
方
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

賛
成　
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
は
な

く
敢
て
面
談
を
し
た
方
に
給

付
す
る
仕
組
み
に
は
、
担
当

課
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ

評
価
す
る
。

▲こちらからスマート
フォン等で読みとれます


